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【
鞍
手
の
縄
文
時
代
の
よ
う
す
】

　

鞍
手
町
で
最
初
に
人
が
住
み
始
め
た
の
は
今

か
ら
約
６
千
年
前
の
縄
文
時
代
で
す
。
こ
の
こ

ろ
の
鞍
手
町
は
ど
の
よ
う
な
環
境
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
鞍
手
町
は
芦
屋
か
ら
中
山
、
小
牧
、

八
尋
あ
た
り
ま
で
海
が
広
が
り
、
山
に
囲
ま
れ

た
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
新
延
貝
塚
や
古
月
貝
塚

の
調
査
結
果
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
お
し
ゃ
れ
な
縄
文
人
】

　

縄
文
人
は
お
し
ゃ
れ
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
貝
塚
か
ら
発
見
さ
れ
た
縄
文
人

が
貝
製
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
し
て
い
た
こ
と
や
、

石
製
イ
ヤ
リ
ン
グ
や
小
動
物
の
歯
を
加
工
し
た

ネ
ッ
ク
レ
ス
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え

ら
れ
ま
す
。

【
縄
文
人
の
食
生
活
】

　

食
生
活
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

だ
現
代
の
よ
う
に
稲
作
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
縄
文
人
た
ち
は
海
で
貝
や
魚
を
採
っ

た
り
、
ど
ん
ぐ
り
な
ど
の
木
の
実
を
採
集
し
た

り
、
時
に
は
弓
な
ど
を
使
っ
て
、
イ
ノ
シ
シ
や

シ
カ
を
お
と
し
穴
に
追
い
込
む
狩
猟
を
し
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
よ
う
に
食
材
を
長
期

に
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
な
っ
た
た
め
、
新
鮮

な
食
材
を
食
べ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
博
物
館

で
縄
文
人
の
く
ら
し
を
想
像
し
ま
せ
ん
か
。

△発掘された土器

発掘から想像する

縄文時代展

△土器づくりのようす

△埋葬のようす

　今から約 1万 3千年前に始まった縄文時代は１万年も続いていたとても長い
時代です。この時代を生きた縄文人のくらしは資料が少なく、知られていない
ことが多くあります。
　今回の企画展は、知られざる縄文人のくらしを、発掘資料からできるだけ想
像し、イラストや模型を使ってわかりやすく展示しています。

川島・殿ケ浦遺跡（飯塚市）　新延貝塚（鞍手町）

ビックリ

△貝を捨てるようす
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△狩りのようす

△調理をするようす

縄文村再現ジオラマ

△発掘された装飾品の数々

△猪牙の耳飾り
（芦屋町）

△貝の腕輪
（芦屋町）

△クジラ歯の首飾り
天神橋貝塚（直方市）

△ヒスイの首飾り
榎坂貝塚（岡垣町）

鹿角の首飾り
山鹿貝塚（芦屋町）

△

山鹿貝塚の装飾品を大公開 !!
教科書にも載っている山鹿貝塚（芦屋町）や、遠賀川
流域から出土した装飾品が公開されます。

ビックリ

１

３

２
ビックリ

ビックリ

約10メートルの貝層初公開 !!
初公開となる古月貝塚（鞍手町木月）の約 10メート
ルの貝層展示は、福岡県内で最大級のものです。

復元された縄文土器展示 !!
縄文時代早期から後期に作られた大小さまざまな形の
土器を一堂に展示します。

サメ歯耳飾り△

  入館料無料
　2012

   開館時間：午前９時～午後５時
   休 館 日 ：毎週月曜日

  鞍手町歴史民俗博物館
   〒 807-1311
   福岡県鞍手郡鞍手町大字小牧 2097 番地
   ＴＥＬ 0949 － 42 － 3200

27 12 ９－土 日10

  【関連イベント】
● 11 月 10 日（土）縄文人を想像しよう
 　10 時～ 10 時 30 分　絵本で想像する縄文時代（読み聞かせ）
　 10 時 30 分～ 12 時　縄文村をみんなでつくろう（定員 20 人）
                           　    （縄文人のくらしを紙ねんどを使って作ります）

● 11 月 24 日（土）縄文人を体験しよう
 　10 時～ 12 時        ◆まが玉をつくる（定員 20 人）
　 　　　　　　　　　　展示室の縄文のまが玉を見て、まが玉を作ります。    
                                      ◆土偶をつくる
                               　 紙ねんどを使って、土偶を作ります。
※申し込みなど詳しいことはお問い合わせください。

△大珠


